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検
察
庁
に
よ
る
刑
事
事
件
の
捜
査
に
係
る
秘
密
保
持
の
実
態
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

検
察
庁
に
よ
る
情
報
の
リ
ー
ク
（
以
下
、
「
リ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
例
え
ば
検
察
と
し
て
い
つ
誰
に
聴
取
を
要
請

す
る
方
針
で
い
る
か
、
ま
た
聴
取
に
応
じ
た
人
物
が
ど
の
様
な
こ
と
を
述
べ
た
か
、
他
に
は
、
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
が
自
身
に

か
け
ら
れ
た
容
疑
に
つ
い
て
ど
の
様
な
供
述
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
供
述
の
結
果
、
何
ら
か
の
新
た
な
容
疑
が
見
つ
か
っ

た
か
、
更
に
は
別
の
人
物
が
容
疑
者
と
し
て
浮
上
し
た
か
、
あ
る
人
物
に
対
し
て
任
意
の
事
情
聴
取
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る

か
等
、
あ
る
刑
事
事
件
の
捜
査
が
ど
の
様
に
推
移
し
て
い
る
か
に
関
す
る
情
報
を
検
察
庁
が
新
聞
社
等
の
各
報
道
機
関
（
以

下
、
「
マ
ス
コ
ミ
」
と
い
う
。
）
に
流
す
こ
と
と
定
義
す
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
〇
号
）
及
び

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。
な
お
、
千
葉
景
子
法
務
大
臣
に
お
か
れ
て

は
、
答
弁
の
起
案
・
作
成
を
事
務
方
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
で
考
え
た
上
で
答
弁
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

一

鳩
山
内
閣
と
し
て
「
リ
ー
ク
」
は
な
い
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
等
と
問
う
た
前
々
回
質
問
主
意
書
に
お
け
る
当
方
の
質
問

に
対
し
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
「
特
定
の
記
事
の
内
容
が
捜
査
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
質
問
に
つ
い

て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
捜
査
上
の
秘
密
の
保

持
に
つ
い
て
格
別
の
配
慮
を
払
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
捜
査
情
報
や
捜
査
方
針
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
承

一



知
し
て
い
る
。
」
と
、
自
民
・
公
明
前
政
権
と
同
様
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
右
答

弁
を
起
案
し
、
作
成
し
た
者
は
誰
か
、
ま
た
千
葉
大
臣
は
、
前
々
回
質
問
主
意
書
に
お
け
る
当
方
の
質
問
に
目
を
通
し
、
そ

の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日

内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
号
）
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
、
法
務
副
大
臣
及
び
法
務
大
臣
政
務
官
（
以
下
「
政
務
三
役
」
と
い

う
。
）
が
作
成
す
る
際
に
参
考
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
関
係
す
る
部
局
か
ら
提
出
さ
せ
た
上
で
、
政
務
三
役
が
そ
れ

ら
を
含
む
種
々
の
情
報
を
基
に
作
成
し
、
最
終
的
に
法
務
大
臣
の
責
任
に
お
い
て
閣
議
に
か
け
、
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
の
答
弁
を
法
務
省
の
政
務
三
役
が
作
成
す
る
上
で
必
要

な
情
報
を
提
出
さ
せ
た
「
関
係
す
る
部
局
」
と
は
ど
こ
か
、
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
「
関
係
す
る
部
局
」
に
、
検
察
庁
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

三

一
の
「
関
係
す
る
部
局
」
は
、
政
務
三
役
が
「
前
々
回
答
弁
書
」
の
答
弁
を
作
成
す
る
上
で
必
要
な
情
報
を
全
て
提
出
し

て
い
る
か
。

四

本
年
一
月
十
九
日
、
計
約
四
億
三
千
万
円
を
脱
税
し
て
い
た
と
し
て
、
大
阪
市
西
区
の
パ
チ
ン
コ
情
報
会
社
「
梁
山
泊
」

グ
ル
ー
プ
二
社
が
家
宅
捜
索
を
受
け
、
大
阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
は
、
同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
豊
臣
春
国
氏
ら
三
人
を
脱

二



税
容
疑
で
逮
捕
し
た
。
右
事
件
を
千
葉
大
臣
は
承
知
し
て
い
る
か
。

五

四
の
事
件
に
関
し
、
千
葉
大
臣
は
大
阪
地
検
特
捜
部
よ
り
何
ら
か
の
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。

六

四
の
事
件
に
関
し
、
大
阪
地
検
特
捜
部
は
ど
の
様
な
形
で
「
マ
ス
コ
ミ
」
の
取
材
を
受
け
て
い
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

七

四
の
事
件
に
関
し
、
大
阪
地
検
特
捜
部
と
し
て
「
マ
ス
コ
ミ
」
に
対
し
、
例
え
ば
事
件
の
関
係
者
へ
の
接
触
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
お
願
い
を
し
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。

八

四
の
事
件
に
関
し
、
大
阪
地
検
特
捜
部
と
し
て
、
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
朝
日
放
送
等
、
あ
る
特
定
の
報
道
機
関
に
対
し
、
同

特
捜
部
へ
の
出
入
り
を
禁
じ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

九

「
前
回
答
弁
書
」
で
も
「
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
捜
査
上
の
秘
密
の
保
持
に
つ
い
て
格
別
の
配
慮
を
払
っ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
捜
査
情
報
や
捜
査
方
針
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
、
「
リ
ー

ク
」
は
な
い
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
大
臣
と
し
て
、
右
答
弁
を
作
成
す
る
上
で
、
検
察
庁
、
特
に
東
京
地
検
特

捜
部
、
大
阪
地
検
特
捜
部
に
直
接
話
を
聞
い
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


